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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第５部門第２区分
【発行日】平成27年8月27日(2015.8.27)

【公開番号】特開2014-31882(P2014-31882A)
【公開日】平成26年2月20日(2014.2.20)
【年通号数】公開・登録公報2014-009
【出願番号】特願2013-55301(P2013-55301)
【国際特許分類】
   Ｆ１６Ｌ  19/08     (2006.01)
   Ｂ２１Ｄ  51/16     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ１６Ｌ   19/08     　　　　
   Ｂ２１Ｄ   51/16     　　　Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成27年7月13日(2015.7.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　管と接続する継手に用いるフェルールを製造するためのフェルール製造方法であって、
　両端間において外径および内径が均一で所定の長さの中間管部材を製作する第１ステッ
プと、
　前記中間管部材を加工することにより、前記管を収容することが可能な内径を共に有す
る第１端部と第２端部の間に前記第１端部および前記第２端部よりも内径が大きい大径部
を有する前記フェルールを製作する第２ステップと、を有するフェルール製造方法。
【請求項２】
　前記第１ステップにおいて、長管部材を切断することにより前記中間管部材を製作する
、請求項１に記載のフェルール製造方法。
【請求項３】
　前記フェルールは、
　管を受け入れる貫通孔を有する第１部材と、前記管を受け入れる貫通孔を有し、該貫通
孔の中心軸を前記第１部材の貫通孔の中心軸と一致させて前記第１部材とネジ結合する第
２部材と、前記管を受け入れる第１端部から第２端部まで通ずる貫通孔を有し、前記第１
端部と前記第２端部の間に前記第１端部および前記第２端部よりも内径が大きい部分があ
り、該貫通孔の中心軸を前記第１部材および前記第２部材の中心軸と一致させて、前記第
１部材の内周面と前記第２部材の内周面と前記管の外周面とで形成される収納空間に配置
されるフェルールと、を有し、前記フェルールには、前記第１端部を含む立ち上がり部と
、前記立ち上がり部よりも前記第２端部側にある被押圧部と、前記第１端部および前記第
２端部よりも内径が大きい部分を含み前記立ち上がり部と前記被押圧部を接続する中間部
とがあり、前記フェルールの前記第１端部に当接するテーパ形状の内周面である第１テー
パ内周面が前記第１部材にあり、前記フェルールの前記被押圧部の少なくとも一部を押圧
する押圧部が前記第２部材にあり、前記フェルールを収納して前記立ち上がり部を前記管
の外周面とのなす角を増大させるように立ち上げることができる第１の許容空間が前記収
納空間にあり、前記第１部材と前記第２部材のネジ結合を締めこむと前記フェルールの前
記立ち上がり部が立ち上がり、前記第１端部の外周を支点として該第１端部の内周が作用
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点となって回転し、前記管の外周に向けて食い込み駆動される、継手に用いる前記フェル
ールである、
請求項１に記載のフェルール製造方法。
【請求項４】
　前記第２ステップは、
　前記フェルールにおける前記管とのシール機構を構成する第１端部を、金型によって、
外周面および内周面の形状を規制するようにして形成する第３ステップと、
　前記フェルールにおける前記管の保持機構を構成する第２端部を、金型によって、外周
面の形状を規制して開口部をすぼめることで形成する第４ステップと、
を有する、請求項１～３のいずれか一項に記載のフェルール製造方法。
 


	header
	written-amendment

